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「田中県政が進めている県政の改革は何なのか」を、県民の立場から明らかにしつつ、改革を県行政におまかせするのではなく、私たち１人ひとりが主権者として長野県の改革を進めていく力量を蓄えるための一助になることを願い、このフォーラムを開催しています。

このフォーラムには誰もが自由に参加できます。県政のあり方や改革について自由に論議します。第４回は医療・福祉分野の改革について考えます。

●日　時　200６年１月28日（土）　
午後１時半～５時　
　　　　　　　　

●会　場　松本市勤労者福祉センター　
℡0263-35-6286
●資料代　５００円
●シンポジウム

〇コーディネーター　長　純一　氏
（佐久総合病院地域診療所科・地域ケア科長）
●パネラー　
１、松丸　道男　氏　(共同作業所全国連絡会長野県支部・ワークハウスちきりの家所長）　
障害者の願いと長野県政
 2, 岡田　清平　氏　（ケアハウスかみさと所長）
介護保険と県政
3．馬場　高志　氏（駒ネット理事・梨の木所長）

宅老所の現状と長野県政（仮題）

　
4,,湯浅　健夫　氏 （長野県民主医療機関連合会事務局長）
医療の現状及び問題点と長野県政（仮題）
· 申し込み　当日参加自由（事前にFAX・電話でご連絡いただければ幸いです）

· 主　催　県民の立場から県政改革の今を考えるネットワーク
信州の教育と自治研究所、長野県住民と自治研究所、信州宮本塾、 
長野県地域住民大学、南信州地域問題研究所

· 連絡先　380-0936　長野市中御所岡田７８　

信州の教育と自治研究所（026-226-6313　留守電のみ）
· 専用Fax；026-227-1783
§フォーラムの提案・目的・今後の予定等は、裏面をご覧下さい。　
「県政改革の今を考えるフォーラム」 について             （2005年６月）
　　　　　　　　　　　　　
（１）提案

田中県政による長野県の改革が始まって４年が過ぎました。県政の改革を求める県民の願いや運動を反映して、財政改革をはじめ、環境にやさしい長野県づくり、県民の目線に立ったきめ細かな福祉・医療の充実、脱ダムを中心にした公共事業の改革、３０人学級の実現、情報公開の前進、同和行政の改革、信州ブランドを全国・世界にアピールする産業振興、自立をめざす市町村への支援など、県民生活の各分野で多くの改革が進められてきました。また、長野県の県政改革の取り組みは、この間に多くの団体の全国集会が長野県で開かれたことにもみられるように、全国からも期待を持って注目されています。

しかし一方で、県民からは県政のすすめ方や事業に対する問題点の指摘、疑問も生まれています。

さまざまな分野の県民や改革を目指す運動が交流して、日々の生活・暮らしの現実をもとに県政改革の全体像をとらえ直し、県政改革の方向・内容を見定めていくことが今、とても重要になっています。

このフォーラムは誰もが自由に参加でき、県政のあり方や改革について自由に論議する集会とします。

「田中県政が進めている県政の改革は何なのか」を、県民の立場から事実に基づいて明らかにしつつ、改革を県行政におまかせするのではなく、私たち１人ひとりが主権者として長野県の改革を進めていく力量を蓄えるための一助になることを願い、このフォーラムを開催します。

（２）目的

①長野県政を、県民の立場で調査・研究し、学習する。

②2005年に数回の学習の場（フォーラムなど）を持つとともに、その成果を学習テキストとして編集・作成し、多くの人々に広める。

③この学習運動を通じて、県内外に幅広いつながり（ネットワーク）を作っていく。
（３）今までに開催されたもの

　　第1回（2005,6,8）財政問題、廃棄物、ダム、自然保護

　　第2回（2005,9,4）子育て、教育
　　第3回（2005,11,26）農業、林業、産業

（４）今後の計画

下記の内容を予定しています。長野市で開催予定。

第5回　今までの報告を踏まえて総括的に県政について考える。市町村合併問題、県政運営、情報公開









第４回県政フォーラム　


県民の求める福祉･医療の現状と長野県政


＊主催　県民の立場から県政改革の今を考えるネットワーク











